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白瓜の生育に伴う根系の測定
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Itisimportanttoclarifyhowthesoilmoisturechangesbyirrigationandhowmoistureis
consumedbyabsorptlOnOfroot,toplanimgationapproprlatelylnuplandfield.And,itis
thoughtthatclarifyingthegrowthoftherootcanbeimportantinformationinthewater
management,becausetheamountandthepatemofrootwateruptakechangedependingonthe
growthstage.However,therearenottoomuchalotofresearchesthatmeasuretheroot,ln
additon,theexampleintendedforcropsof`GourdfTamily(scientifcname:Cucurbitaceae)'is
notfound.Therefore,fororientalpicklingmelon,ltmeasuredhowfortherootsystemtogrowup
ascropgreweverythreeweeks.Theresultsofthisstudymaybesummarizedas:
I)Rootamountincreasedwiththegrowthofcrops,andthemajorityoftherootexistedto20cm
indepth.Alotofrootletswiththeroleofwateruptakeexistedoutsideoffrom10to20cm.
2)RootlengthhasgrownupinhorizontalandverticaldirectiOnatadashatthestageofgrowing
initial.
3)Itwasabletobeconflrnedtothegrowthofthegroundpartandtherootthatthelengthand
amounteitheralsohadimplications.Moreover,rootamountandplantcaverratiodrewsimlar
Curve.
KqwoT･ds:rootgmWth,orl'entalpl'cklingmelon
Ⅰ.緒言
作物根には,植物体を支える働き,土中で水分
や養分を吸収する働きがあり,作物の生長におい
て非常に重要な役割を担っている｡畑地において
適切に水管理を行うためには,潅水により土壌中
の水分状態がどのように変化し,作物の吸水によ
り水分がいかに消費されていくかを明らかにす
ることが重要である｡根による吸水量やそのパタ
ーンは作物の生育段階においても異なってくる
ので,作物根が作物の生育に伴い,どのように生
長していくかを捉えることは,水管理を行ってい
く上での重要な情報になると考えられる｡長谷川
ら (1959)はサツマイモ,陸稲,大豆について,
桑原 (1988)は大豆について,根の伸長と吸水量
との関係について報告 している｡また,佐藤
(1989)は樹木を対象に根の生長とその分布特性
を測定している｡しかしながら,ウリ科の作物に
ついて根の測定を行った報告は見当たらないC
そこで本研究では,白瓜を対象として定期的に
根部の測定を行ったので報告する｡白瓜は,ウリ
科のつる性一年草であり,今回測定した白瓜はビ
ニール-ウスで栽培された｡根系の垂直方向,水
平方向の広がり,土層別の根量の変化を測定し,
加えて地上部の生長についても測定を行った｡地
上部,根部それぞれの生長を把握するとともに,
両者の関係についても整理した｡
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Ⅱ.測定項目と測定方法
測定はビニールハウスで栽培された白瓜を対
象に行った｡苗は,畝幅約 160cm のほぼ中央に
約 75-85cm間隔に植え付けられた｡また土壌表
面はビニールマルチが施され,潅水はマルチ下に
敷かれた多孔ホースにより行われた｡白瓜は 3
月中旬に定植され,根部の測定は4月 5日からほ
ぼ3週間おきに5回行った｡苗を 1回に各 1本,
周辺土壌とともに掘り起こし,根系の広がり,梶
量の測定を行った｡Figs.1,2に示すように,幅
75cm～85cm,深さ 40cm の部分を掘 り出し,潔
さ方向は土層厚各 10cmで採取した｡2回目以降
は,各土層を株元から半径 30cmの円の内部と外
部に分けて採土した｡なお,深さ30cm～40cmの
採土については,外部に根が存在しなかったため,
内部のみ行った｡採土後の土と根の分別には園芸
用のフルイを用いた｡フルイの網目を通過させな
いように土をふるいながら根を分別し,さらに水
で士を落とした後 80℃で炉乾燥させ,その質量
(根量)を測定した｡3回目以降は,上記の測定
に加えて土層ごとにサンプリングを行い,土壌密
度と含水量の測定も行った｡
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また根部の測定に併せて,地上部の生長も測定 B aseof
したO測定項目は,茎長,茎葉の新鮮重および乾 thepla*t
物量 (80℃で炉乾燥),被度である｡被度は作物
が地表面を覆っている割合として,10日に 1回
程度目視により測定した｡
Ⅲ.測定結果および考察
1.圃場の土壌
対象圃場は干拓地にあり,圃場および周辺地域
は低平である｡地下水位は比較的高く,栽培期間
中の地下水位は地表面下約 60-70cm にあった｡
30cm以深には土壌中に貝殻が見られた｡なお,圃
場の土性区分は SiL (シル ト質壌土)である (国
際土壌学会基準による)0
Fig.3に体積含水率の結果を示す｡0-20cmでは
水分量に大きな差はなく20-25%であり,表層は
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Fig.3 Soilwatercontentineachlayer.
Table.I Densityandthree-phasedistributionofsoilineachlayer
unit Depth
5cm 15cm 25cm
Density Truespecificgravit dcm3 2.66 2.64 2.67
Drydensity dcm3 1.28 1.30 1.34
Three-pasdistribution Solidphase % 48.1 49.2 50.2
Liquidphase % 21.1 23.3 33.6
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の境)の不明確さや,別個の個体による測定である
ために作物の個体差が影響していると考えられる｡
また,Fig.6は株元を中心とした半径 30cmの円の
内部と外部の根量を濃淡で表したものである｡l眉
目では根の大部分は半径 30cm の内部に存在してい
るのに対して,他の層では外部に多くの根が存在し
ている｡1層目中央部には地上部の支えとなる太根
が存在するため,層,内外を8つのブロックとして
みると,最も量が多い結果となったといえる｡この
太根の最大直径は,1回目の測定で約 5mm,3回目
の測定では約 15… であった｡内部のみに注目する
と,深くなるにつれて根量が少なくなっていること
がわかる｡一方,外部では,1層目よりも2層目の
根量が多いことがわかる｡大部分を太根が占める 1
層目の内部のブロックを除いてみてみると,水分の
吸収を行う細根の大部分は2層目の外部に広がって
いるといえる｡4層目は,1回目には内外ともに存在
しなかったが,2回目以降は内部にのみ微量ではあ
るが根が存在した｡また,目視により観測したとこ
ろ 40cm より深い層 (内部)では根は確認できなか
った｡
TabIe.2に水平方向 (横方向)の最大横長および根
系が存在した最大深度層の測定結果を示す｡4/5(定
植後 26日)に水平方向で 80cm,深さ30cm となっ
た｡その後,水平方向には僅かな拡張がみられたが,
根系の最大深度は4r27(定植後48日)に40cmとな
った後は,40cmより大きくなることはなかった｡
以上のことから,根の生育は作物の生育初期の段
階で,一気に水平方向にも垂直方向にも生長し,そ
の後の生長の因子には伸張の要素よりも量的な要素
が強いのではと考える｡
Table.2 Maximumrootlengthofhorizontal
directionandexistedrootdepth
MaximumdistanceBomcentr Existedrootdpth
4/5 80 30
4/27 82 40
5/25 94 40
6/14 98 40
7/6 101 40
3.地上部の生長および根長.根量との関係
Fig.7に茎長の推移を示す｡茎長は複数本ある茎の
合計である｡茎長は日数の経過に伴い増加し,増加
率も大きくなった｡また Fig.8には,新鮮重と乾物
重の推移 (果実部を除く)を示している｡乾物重の
新鮮重に対する比は0.11程度であった｡5回目の測
定では生育のピークを過ぎ,茎葉が枯死し始めてい
る状態であり,重量については4回目と5回目の測
定の間に最大値になったと予測される｡
被度の変化をFig.9に示す｡被度は3月末に20%,
4月末に50%,5月末に90%程度となり,6月中旬
にピークとなった｡
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Fig.9 Increaseofplantcoverage.
また,根量 (Fig.4)と被度 (Fig.9)の推移は同じ
ようなカープを描いており,以下では地上部と根長
および根量の関係を整理した｡
Fig.10に茎長と水平方向の根長の関係を示すO両
者には密接な関係があることが確認できるoFig.ll
は茎葉の重量と根量 (どちらも乾物重)の関係を示
しているO地上部と根部では量的な関係においても
FO.94と高い相関がみられ,根量は茎葉の重量の
10%前後であった｡
以上のことから,作物の生育段階では地上部と根
部の広がりにおいてバランスを保ちながら生長して
いったことがわかる｡
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Ⅳ.まとめ
ビニールハウスで栽培された白瓜を対象に根の生
長の測定を行った｡測定結果をまとめると以下のと
おりである｡
①根量の変化
根量は定植後の日数経過に伴い増加し,とくに生
育期の初期段階での増加率が大きくなった｡根の大
部分は20cmまでに存在し,20cm以深では微量であ
った｡また,水分の吸収の役割を持つ細根に注目す
ると,10-20cmでの根量が最も多く,株元を中心と
して半径 30cm の内外で根量を比較すると外部の方
が多い結果となった｡
②根系の広がり
根は4/5(定植後26日)の時点で垂直方向に30cm,
株元から水平方向に 80cm と,生育初期に一気に生
長し,その後は垂直方向には 40cm より下-は伸長
せず,水平方向-の伸長も僅かであった｡
③地上部との関係
地上部と根部の生長の関係は長さ,量のどちらに
おいても密接な関係があることが確認できた｡長さ
(水平方向の広がり)では r=0.96,量 (乾物重)で
はFO.94となった｡また根量と被度は同じようなカ
ープを描き,地上部と根部がバランスを保って生長
していたといえる｡
測定の結果には個体差の影響も含まれていると考
えられるが,今回の測定により地上部の茎葉の生育
と根部の生長過程の関係を捉えることができた｡
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